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議員提出議案（第１号）可決される

西宮議員に対する辞職勧告決議案を全会一致で可決
・ハラスメント実態調査特別委員会が行った聞き

取り調査が途中であるにも関らず、何の連絡も
なく議員としての本分が見受けられない。

・これまでの言動や行動は議会全体の品位と名誉
を損ない、市民への信頼を著しく失墜させる行
為であると判断した。

西宮議員から辞職願が提出され許可となる

　本議会最終日に西宮議員から議長あてに「辞職
願」が提出され、「追加日程第１」として、西宮
議員の辞職願について審議され、全会一致で西宮
議員の辞職が許可された。
ハラスメント実態調査特別委員会が調査結果を報告

８月の大雨による避難所での市議会議員のパワ
ハラ事案等を調査してきた特別委員会は、議会初
日に調査結果を報告した。
◆１月に市職員等への聞き取り調査を実施
◆市職員や市消防団員への27件の事案が報告され

避難所や消防団活動でパワハラ言動があった。
◆市議本人に確認したが、否定している途中で体

調を崩し全ての事案については確認できなかっ
た。

◆特別委員会は、短期間に27件の事案が報告され
たことで、ハラスメントの実態はあったものと
推測すると報告した。

仙北市病院事業経営健全化計画」可決なる
①田沢湖病院と角館総合病院の２つの市立病院の令

和６年度決算が８億円の赤字となる。
②この収支の悪化による資金不足を補うための一時

借入金が過去最高の15億円になる。
③ ①②により資金不足比率が国の定める経営健全

化基準(20%)を大きく上回る35.1%となった。
※経営健全化基準を上回った場合は、法律により令

和7年度内に早期の資金不足解消に向けた「経営
健全化計画」を策定ししなければならない。

病院事業経営健全化計画→議会の議決が必要
◆計画期間　令和７年度から令和10年度までの４年

間で資金不足比率を20％未満にする。
◆ ２ つ の 市 立 病 院 の 再 編 統 合 に よ る 組 織 改 革
・田沢湖病院の入院病床休止による診療所化など
◆計画期間中に取り組む収益確保策
・医療・介護連携の強化による高齢者救急受入増
・機能強化等による病床利用率向上の増収
◆計画期間中に取り組むコスト削減策
・職員の適正配置及び退職者の不補充等での人件費

の抑制など
・非常勤医師及び研修医の報酬費の見直しなど

【反対討論】
①市民・職員への説明がないまま策定された。
②計画の内容が不明瞭である。
③観光・移住推進のためには田沢湖に病院が必要で

ある。賛成７ 反対６で可決される

仙北市病院事業経営健全化計画案が可決される

−第２回（２月）定例会−

凡例:賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席　除→除斥（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和８年 第２回 仙北市議会 定例会（招集日：2/18　最終日：3月17日）
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議案第２２号 令和８年度仙北市一般会計予算 3/17 可決 賛 反 賛 退

議案第２４号 令和８年度仙北市国民健康保険特別会計予算 3/17 可決 賛 反 賛 退

議案第２５号 令和８年度仙北市後期高齢者医療特別会計予算 3/17 可決 賛 反 賛 退

議案第５０号 仙北市病院事業経営健全化計画について 3/17 可決 賛 反 賛 賛 賛 反 反 反 賛 賛 反 反 賛 退

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　私たち議員の４年任期の最後となる第２回定例会が、２月 18 日から３月 17 日まで 28 日間の会期で開催されました。
昨今の中東地域での軍事的緊張の高まりは、国際社会全体に様々な悪影響を及ぼしております。一刻も早く軍事的攻撃
が終結されることを願ってやみません。
　本定例会では、専決処分関係２件、条例関係 14 件、予算関係 29 件、その他６件、指定管理者関係１件、人事関係３件、
議員提出議案１件の計 56 件が審議されすべての議案が可決されました。



　令和８年度の当初予算は、角館上野庁舎改修や旧角館総合病院解体などの大規模事業が令和７年度で終了したことな
どにより、３年ぶりのマイナス編成になりましたが、昨年度に次ぐ２番目の予算規模となりました。人口減少と少子高齢化の同
時進行に加え、物価高騰や人件費、金利上昇などにより不安定な財政環境の中でも「幸福度全国NO.1のまち」を目指し、市
民生活の安心・安全と地域経済の持続性を両立させる施策に重点をおいた予算であるとの説明がありました。

令和8年度 一般会計当初予算の主な事業
　令和８年度の事業は、仙北市が抱える人口減少や少子高齢化などの危機的状況を克服するため、徹底した子育て支援、全産
業における若年層の雇用促進、市民生活の安心安全と地域経済の持続性を両立させる施策に重点を置いた予算になっております。
具体的には、小・中学校給食費完全無償化、保育所等のおむつ無償化、空き家解体補助金増額、インターナショナルスクール開
校支援、中小企業の採用活動支援、小・中学校の統合、宿泊施設の誘致などの事業を盛り込んでいます。

226億1,000万円

地方交付税
8,580,000千円
（35.78%）

国庫支出金
1,797,647千円
（7.50%）

市税
2,688,912千円
11.21%

市債
2,892,100千円
（12.06%）

地方消費税交付金
689,780千円
（2.88%）

地方譲与税
304,652千円
（1.27%）

その他
95,736千円
（0.40%）

県支出金
1,130,378千円
（4.71%）

自主財源
35.40%

依存財源
64.60%

使用料及び手数料
269,928千円
（1.13%）

繰入金
3,049,031千円（12.72%）

諸収入
926,455千円
（3.86%）

寄付金
1,508,341千円（6.29%）

財産収入
34,214千円（0.14%）

歳入
（財源別）

その他
62,000千円
（0.2%）

分担金及び負担金
9,825千円
（0.04%）

226億1,000万円

人件費
3,688,307千円
（15.38%）

扶助費
2,369,276千円
（9.88%）

物件費
2,863,481千円
（11.94%）

投資及び出資金
319,571千円（1.33%）

積立金
1,670,862千円
（6.97%）

補助費等
5,282,555千円
（22.03%）

繰出金
1,522,973千円

（6.35%）

公債費
2,092,374千円
（8.73%）

普通建設事業費
3,172,327千円
（13.23%）

義務的経費
33.99%

投資的経費
13.23%

その他経費
52.78%

予備費
30,000千円（0.13%）

貸付金
351,700千円（1.47%）

維持補修費
613,571千円
（2.56%）

災害復旧事業費
3千円（0.00%）

歳出
（性質別）

令和8年度 一般会計当初予算3年ぶりに減少 226億1,000万円

事　　　業　　　名 事業費（千円） 令　和　８　年　度　の　事　業　概　要
庁舎整備事業 109,078 田沢湖開発センター及び旧田沢湖保健センター解体・除却
小・中学校給食費の完全無償化 78,877 令和８年度から小・中学校の給食費を無償化する
保育所等おむつ無償化事業 7,671 ０歳児から２歳児の園内で使用する紙おむつを無償化する
内陸線への補助金＆利活用事業費負担
金等 74,551 内陸線の運行維持の補助金や連携協議会の負担金等

インターナショナルスクール推進事業 6,564 ８月開校に向けバックアップを強力に推進。交流人口の増加や雇用の拡大
による地域活性化

角館高校地域みらい留学推進事業費 3,602 角館高校と共同で県外からの入学受入れを推進する。令和８年度から生徒
の生活支援

地域運営体活動推進費交付金 20,340 地域での課題解決に向け地域運営体への支援を継続する（対前年 同額）
育児支援金給付事業費 1,858 １歳児＆２歳児に 15,000 円を支給し子育て世帯を支援する

妊婦のための支援給付事業費 6,541 妊娠届出時５万円、出生届出時５万円の合計 10 万円を支給し子育て世帯
を支援する

子育てファミリー支援事業 1,621 ３人以上の就学前の子どもを養育する世帯に 15,000 円の子育て支援サ
ポート券を交付する

すこやか子育て保育料助成事業 32,346 全園児の保育料及び副食費を無償化する事業
就学前教育・保育施設等主食費無償化
事業 2,829 全園児の主食（米飯）の無償提供を行い、育児に係る保護者の負担を軽減

する
福祉医療費 199,170 ０歳児から高校生までの医療費及び障がい者の医療費の自己負担分を助成する
人間ドック助成 3,780 国民健康保険被保険者を対象に 21,000 円を助成する
多面的機能支払交付金事業 176,253 農地・農業用施設の保全や地域全体の保全管理の取り組み強化を図る

有害鳥獣駆除事業 25,184 クマの対応策強化及び増加するイノシシの侵入防止柵費用の補助やシカ対
策も強化する

有害鳥獣誘引樹木伐採補助金 3,000 クマを誘引する樹木の伐採に補助金を交付する
冬期交通対策費 655,885 冬期の除雪費を当初予算に計上（令和７年度は９億 7,477 万円）
小・中学校統合関係事業 3,752 統合関係校による統合準備委員会を設置し、統合に必要な協議を行う

特別会計及び企業会計への補助金 2,891,404 病院事業へ１4 億 8,000 万円、水道事業へ 1 億 4,062 万円、下水道事業
へ 6 億 4,000 万円、にしき苑へ 1 億 8,792 万円などを支出

一般会計市債（借金）残高 216億2,820万円 令和 7 年度末見込みは 228 億 8,646 万円なので約 12 億 5,800 万円減
少

財政調整基金（貯金）残高 5億2,177万円 令和8年度の当初予算編成後の見込み額であり令和7年度決算後変動有り
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高度外国人材受入促進事業費 986 万円の増額
質問　増額の理由を伺う。
答弁　国の「地域未来交付金」を活用した事業であるが、
令和８年度分の交付金が前倒しで、今年度に交付された
ものである。
質問　当初予算と合わせると 1,973 万円の事業となるが、
事業内容がよく見えていないのではないか。
答弁　今回の補正額は繰越明許費を設定し、来年度事業
とするものである。事業内容は、IT エンジニア等の優れ
た外国人材の市内企業への就業や起業の手助けを行い、
地域活性化を目指している。また、外国人材と起業の双
方への支援体制強化のため、グローバル雇用・創業ワン
ストップセンターを運営している。
　今年度は、３４件の相談に対応し、マッチング会等の
開催により、市内企業４社でのインターンシップに繋がっ
ている。

人と地域を創生する観光誘客事業費ってなに？
質問　1,289 万円の増額だが、事業の内容と予算の内訳を
伺う。
答弁　こちらも、国の「地域未来交付金」を活用した事業
であり、令和８年度分の交付金が前倒しで、今年度に交付
されたものである。繰越明許費を設定し来年度事業とする。
質問　今年度の事業内容と今後見込まれる成果を伺う。
答弁　羽田空港第１ターミナル内出発エリアに設置されて
いる産直館で、観光 PR を実施する。観光 PR ブースを設
置するための会場手配やプロモーションサポートの業務を
委託している。民間事業者の参画を図り観光資源の情報発
信も行っている。
　また、高雄マラソン参加などによる国際交流やトップ
セールスによる海外からの誘客を推進している。
　市長の海外セールスにより、過去最高の外国人の宿泊実
績に繋がっている。

　　令和７年度 一般会計補正予算（第19号・第20号）の主な質疑応答　

■令和７年度一般会計補正予算（第19号・第20号・第21号）の主な事業

高齢者世帯等除雪支援事業費 533万円 今冬の大雪により申請件数が見込みを上回ったための増額

国民健康保険特別会計 ( 神代診療施設勘
定 ) への繰出金 565万円 神代診療所の空調設備の改修工事費

冬期交通対策費 1億3,500万円 今冬の大雪による除排雪費の増額（合計 9 億 4,447 万円）
※過去最高額

高度外国人材等受入促進事業費 986万円 令和７年度の国の補正予算による次年度への繰越事業
（高度外国人材等の受入れ促進及び環境整備事業）

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 651万円 令和７年度の国の補正予算による次年度への繰越事業
（住民基本台帳法改正に伴うシステム改修委託料）

一般障害者福祉総務費 4,259万円 令和６年度の国庫負担金等の清算に伴う返還金

障害者自立支援給付金 1,843万円 障がい福祉サービス等利用者増加に伴う給付金の増額

教育・保育施設給付金 3,659万円 公定価格の改定に伴う給付費

一般畜産振興総務費 2,992万円 対象事業者の事業廃止に伴う返還金

農地中間管理機構関連ほ場整備事業費 3,320万円 中川地区及び大瀬蔵野地区ほ場整備事業費負担金

人と地域を創生する観光誘客事業費 1,289万円 地域未来交付金を活用した、海外誘客事業、おもてなし向上事業等実
施に係る委託料

公共温泉施設無料開放事業費 78万円 3/27 ～ 3/29 の３日間、花葉館、クリオン、アルパこまくさの温泉を
無料で開放する。

令和７年度 一般会計補正額△1,319万2千円を可決
累計３10億1,153万5千円に

今年度の除排雪費　過去最高の９億 4,447 万円を計上！
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−第1回臨時会（1/23開催）−
　令和８年最初の議会、第１回臨時会が１月 23 日に開催されました。市民１人当たり１万５千円の商品券
配付や大雪による除雪費の増額などの令和７年度一般会計補正予算案などが可決されました。また、ふるさ
と納税寄付額の増額や衆議院議員選挙費の専決処分した令和７年度一般会計補正予算が承認されました。

令和７年度 一般会計補正額１５億６,４６２万６千円を可決・
承認 累計３１０億２,４７２万７千円に

ふるさと納税寄付金 41億円を見込む！（過去最高の昨年度を更新！）
■令和７年度 一般会計補正予算(第15・16・17・18号)の主な事業
ふるさと仙北応援基金積立金 6億円 ふるさと納税の寄付金の増額を見込む（今年度合計 41 億円）

ふるさと納税仙北市魅力発信事業費 3億円 ふるさと納税の返礼品等の事業費

衆議院議員選挙費 2,634万円 2/8 投開票の衆議院議員選挙のポスター掲示板、入場券、職
員手当等の経費

仙北市生活応援商品券事業費 3億5,320万円 全市民に１万 5 千円の商品券を３月下旬から郵送する

戸籍事務・マイナンバー制度導入事
業費 231万円 4/1 施行の共同親権に係る戸籍情報システムの改修費

大雨災害復興支援事業費 492万円 大雨災害により被害を受けた方々への義援金配分に係る事業
費

道路維持費 125万円 道路欠損部の補修増加による材料費の増額

冬期交通対策費 2億7,660万円 今冬の大雪による除排雪費の増額（合計８億 947 万円）

第１回臨時会議案
◆議案第１号　専決処分の承認について（令和７年度一般会計補正予算（第 15 号））※ふるさと納税増額
◆議案第２号　専決処分の承認について（令和７年度一般会計補正予算（第 16 号））※衆議員選挙費
◆議案第３号　令和７年度一般会計補正予算（第 17 号）※１人当たり１万５千円の商品券配付事業など
◆議案第４号　令和７年度一般会計補正予算（第 18 号）※除雪費増額

国の物価高騰対応重点支援
地方創生交付金

　国の「物価高騰対応」として全国の自治体が
自由に使える交付金が仙北市にも交付されまし
た。

【仙北市での活用方】
①子ども１人当たり２万円支給（児童手当を支

給されている子ども＋令和 8 年 3 月 31 日まで
に出生した子どもが対象）

②住民税非課税世帯に１世帯 6,100 円の灯油購入
補助金を支給（２月中に支給）

③市民全員に商品券（１万５千円）を配付（３
月下旬から郵送）※使用期限は８月末までで
市内の登録加盟店で使用可能

④小・中学校の給食費無償化（令和８年度から
を予定）

ふるさと納税　12月の寄付額増加！

◆第 7 回臨時会（11/6）で 8 億円を増額し補正後
の予算額を 35 億円にした。

◆ 12 月中の寄付額が想定を大幅に上回る。
◆本臨時会に 6 億円を増額し補正後の予算額を

41 億円にした。（約半分は経費である。）
◆昨年度寄付額 38 億 6,761 万円を大幅に上回り、

過去最高額となる見込みである。

１月の大雪により除雪費を
2億7,660万円増額

◆当初予算　5 億 3.287 万円
◆１月の除雪車の出動回数が想定を大幅に上回る
◆本臨時会で 2 億 7,660 万円増額
◆令和 7 年度の除排雪費が 8 億 947 万円となる
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新 成 せ ん ぼ く

中 村　 和 彦 議 員

蒼 生 会
門 脇　 晃 幸 議 員

6 人 の 提 言

す べ き と 考 え る が ど う か 。

答 弁　 公 共 施 設 に つ い て は 維 持 す

る こ と を 目 的 化 せ ず 、 必 要 な 機 能

を 確 保 し た う え で 統 廃 合 、 複 合

化 、 長 寿 命 化 、 民 間 活 力 の 活 用 な

ど を 組 み 合 わ せ 、 地 域 の 実 情 に 即

し た 再 編 を 進 め る 。 併 せ て D
X を 徹

底 し 、 業 務 改 革 と 人 員 配 置 の 最 適

化 を 進 め る こ と で 、 サ ー ビ ス の 質

を 落 と さ ず に ス ピ ー ド と 利 便 性 を

高 め る 。

　 こ う し た 見 直 し は 削 る こ と だ け

が 目 的 で は な く 、 守 る べ き 機 能 は

守 り 抜 き 、

重 点 分 野 に

資 源 を 振 り

向 け る こ と

で 結 果 と し

て 、 市 民 の

安 心 と 暮 ら

し の 質 を 高

め る こ と を

目 指 す 。

※ ウ ェ ル ビ ー イ ン グ と

※ ス マ ー ト シ ュ リ ン ク に つ い て

質 問　 ス マ ー ト シ ュ リ ン ク を ど う

捉 え て い る か 。

答 弁　 ス マ ー ト シ ュ リ ン ク （ 賢 く

最 適 化 ） は 、 少 子 高 齢 化 の 仙 北 市

に 合 致 す る 考 え と 捉 え て い る 。

　 人 口 減 少 が 進 む 本 市 に お い て は

現 状 を 維 持 継 続 で は な く 、 限 ら れ

た 人 材 、 財 源 を 必 要 な 分 野 に 重 点

化 し 、 地 域 の 実 情 に 即 し た 機 能 と

仕 組 み を 再 設 計 し て い く こ と が 欠

か せ な い 。

質 問 。 人 口 が 減 っ て も 地 域 住 民 の

ウ ェ ル ビ ー イ ン グ が 向 上 す る 政 策

へ の 転 換 を も っ と 進 め る べ き と 考

え る が ど う か 。

答 弁　 人 口 が 減 る こ と 自 体 を 悲 観

す る の で は な く 、 こ の 町 で 生 ま れ

暮 ら し 続 け る こ と が 幸 せ だ と 実 感

し 、 仙 北 市 の 魅 力 を 内 外 に 発 信 で

き る 仕 組 み を 整 え る こ と が 市 政 運

営 の 核 心 と 考 え る 。

質 問　 市 民 サ ー ビ ス を 確 保 し 、 最

小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 得 ら れ る

よ う 、 事 業 の 優 先 順 位 付 け に よ る

取 捨 選 択 や 抜 本 的 な 見 直 し を 徹 底

観 光 振 興 に つ い て

質 問　 新 た な 財 源 と し て 、 観 光 振

興 の た め に 、 宿 泊 税 導 入 は 必 要 で

あ る と 思 う が 、 今 後 ど の よ う に 進

め て い く か 伺 う 。

答 弁　 全 国 各 地 で 導 入 の 動 き が 加

速 し て い る 。 こ れ ま で 、 関 係 事 業

者 の 皆 様 と 意 見 交 換 を 重 ね る こ と

を 重 視 し て き た が 、 こ の 間 様 々 な

意 見 等 が あ り 、 今 後 は 、 第 一 に 仙

北 市 の 目 指 す 観 光 振 興 を 明 確 に す

る こ と 、 第 二 に 税 の 使 途 と 効 果 を

示 す こ と 、 第 三 に 意 見 聴 取 を 継 続

し 制 度 設 計 を 具 体 化 す る こ と で 、

導 入 あ り き で は な く 、 関 係 者 の 納

得 感 を 最 優 先 に 必 要 な 手 順 を 踏 み

な が ら 、 新 た な 財 源 と し て 検 討 し

て い く 。

質 問　 仮 称

お 祭 り 会 館

に つ い て 、

今 後 ど の よ

う な 方 向 で

進 め て い く

の か 伺 う 。

答 弁　 活 用 で き る 財 源 確 保 に つ い

て 本 気 で 模 索 し 、 実 現 に つ い て は 、

可 能 性 を 何 と か 検 討 し て い き た い

と 考 え て い る 。

高 齢 者 福 祉 の 充 実 に つ い て

質 問　 子 育 て 世 代 等 へ の 助 成 は 充

実 し て き て い る と 思 う が 、 高 齢 者

世 帯 等 へ の 助 成 が 進 ん で い な い よ

う に 感 じ る 。 市 民 で あ れ ば 等 し く

税 の 恩 恵 に 預 か る べ き と 思 う が 当

局 の 考 え を 伺 う 。

答 弁　 支 援 が 行 き 届 い て い な い と

の 指 摘 に つ い て は 、 謙 虚 に 受 け 止

め 、 要 望 に つ い て は 応 え て い き た

い 。
質 問　 課 税 世 帯 の 高 齢 者 か ら 助 成

等 が 該 当 に な ら な い と 言 わ れ る

が 、 せ め て 盆 や 正 月 に は 、 買 い 物

券 等 の 助 成 を 考 え て は ど う か 伺

う 。
答 弁　 年 齢 と か 要 件 を 考 慮 し 、 支

援 が 届 く よ う に 今 後 し っ か り と 検

討 し た い 。

【 そ の 他 の 質 問 】

◆ ク マ 対 策 に つ い て

◆ 桜 ま つ り に つ い て

◆ 当 初 予 算 に つ い て

■
ス

マ
ー

ト
シ

ュ
リ

ン
ク

に
よ

る
施

設
の

統
廃

合
(上

野
庁

舎
)

■
曳

山
展

示
な

ど
で

の
誘

客
も

　
期

待
さ

れ
る

お
祭

り
会

館

用 語 解 説

※ ウ ェ ル ビ ー イ ン グ … 身 体 的 、

精 神 的 、 社 会 的 に 完 全 に 満 た

さ れ た と て も 良 い 状 態

※ ス マ ー ト シ ュ リ ン ク … 人 口 減

少 を 前 提 に 、 地 域 の イ ン フ ラ

や 公 共 サ ー ビ ス を 賢 く 縮 小 ・

凝 縮 す る こ と
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公
明
党

熊
谷　

一
夫 

議
員

荒
木
田
俊
一 

議
員

6
人
の
提
言

田
沢
・
生
保
内
地
区
の
役
割
や

位
置
づ
け
に
つ
い
て

質
問　

仙
北
市
に
お
け
る
、
田
沢
・
生

保
内
地
区
の
役
割
や
位
置
付
け
と
今
後

の
在
り
方
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ

る
農
林
業
振
興
、
既
存
の
企
業
や
工
場

等
の
経
営
支
援
に
よ
る
就
業
や
生
活
基

盤
の
確
保
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
の
誘
致
に
よ
る
市
有
地
の
活
用

と
教
育
移
住
や
多
文
化
共
生
等
を
し
て

行
く
う
え
で
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。

質
問　

学
校
、
病
院
、
体
育
館
、
市
民

会
館
は
建
設
か
ら
年
月
が
経
っ
て
い
る

が
維
持
管
理
と
今
後
の
在
り
方
は
。

答
弁　

多
く
の
施
設
が
建
設
か
ら
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
が
公
共
施
設
は
地

域
住
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
地
域

の
発
展
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
。
市
民

生
活
に
直
結
す
る
施
設
の
維
持
管
理
に

は
万
全
を
期
す
。

質
問　

田
沢
地
区
の
活
性
化
は
農
地
の

有
効
活
用
が
大
き
い
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
思
う
。
そ
こ
で
市
が
農
業
公
社
等
を

立
ち
上
げ
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
基

盤
整
備
を
し
、
の
ち
に
法
人
を
立
ち
上

げ
、
地
元
農
家
や
移
住
者
等
も
組
み
合

わ
せ
て
活
性
化
す
る
方
法
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

答
弁　

そ
う
い
っ
た
発
想
は
な
か
っ
た

が
、
指
摘
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
住
民

の
皆
さ
ん
と
も
対
応
の
機
会
を
設
け
た

い
。
今
後
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ン
グ
と
い
う

こ
と
で
、
病
院
が
中
心
に
な
る
が
病
院

の
み
な
ら
ず
、
今
後
、
仙
北
市
の
姿
勢

に
つ
い
て
抽
象
的
な
話
で
な
く
具
体
的

に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
住
民

と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
き
た

い
。

市
民
か
ら
の
要
望
や
請
願
の
対

応
に
つ
い
て

質
問　

秋
木
跡
地
の
活
用
と
、
令
和
３

年
に
採
択
さ
れ
た
「
総
合
体
育
館
建
設

に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
。

答
弁　

体
育
館
の
建
設
場
所
の
候
補
地

と
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
平
成
30
年
３
月
に
建
設
基
本
計
画

書
を
策
定
し
て
い
る
が
、
現
在
の
財
政

事
情
で
は
早
期
実
現
は
困
難
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆「
東
風
の
湯
」の
長
期
休
業
に
つ
い
て

仙
北
市
病
院
事
業
経
営
健
全
化

計
画
に
つ
い
て

質
問　

①
再
編
統
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
説
明
会
は
い
つ
か

ら
行
う
の
か
。

②
田
沢
湖
病
院
は
診
療
所
と
し
て
残
る

の
か
、
医
師
・
看
護
師
は
何
名
で
診
療

科
は
ど
う
な
る
。

③
観
光
客
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
時
は

ど
う
す
る
。

④
令
和
８
年
10
億
円
、
９
年
５
億
円
の

病
院
事
業
債
の
発
行
は
償
還
金
返
済
に

更
に
借
金
と
な
る
が
返
済
財
源
は
。

⑤
再
編
統
合
後
、
収
益
増
コ
ス
ト
削
減

か
ら
外
来
収
益
の
増
収
と
あ
る
が
、
急

速
に
人
口
減
少
す
る
中
、
短
期
間
で
収

支
改
善
が
進
む
の
か
。

⑥
病
院
事
業
健
全
化
に
お
け
る
本
気
度

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
（
病
院
事
業
管
理
者
）　

①
本
年

６
月
議
会
で
示
し
、
そ
の
後
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
開
催
す
る
。
診
療
体

制
も
丁
寧
に
説
明
す
る
。

②
田
沢
湖
病
院
を
診
療
所
へ
移
行
し
た

い
。診
療
機
能
は
診
療
科
目
を
検
討
し
、

医
師
・
看
護
師
も
必
要
な
人
員
を
配
置

す
る
。

③
救
急
医
療
は
角
館
総
合
病
院
で
対
応

し
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
支
障
は
な

い
。

④
返
済
財
源
は
病
院
事
業
経
営
改
善
に

お
け
る
取
組
み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
為
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
を

前
提
と
し
な
い
。

⑤
二
つ
の
病
院
の
入
院
機
能
・
医
療
人

材
の
集
約
等
で
収
益
増
に
向
け
た
体
制

整
備
を
図
り
、
接
遇
質
的
向
上
と
均
質

化
に
努
め
て
い
く
。
23
億
近
い
資
金
不

足
額
の
15
億
は
借
金
債
み
た
い
な
も
の

で
残
り
８
億
は
毎
年
の
赤
字
額
で
あ

る
。
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
し
た
場
合

は
共
倒
れ
と
な
る
事
を
懸
念
し
て
い

る
。

⑥
病
院
の
存

続
を
第
一
に

考
え
、
改
善

が
見
込
ま

れ
な
い
場
合

は
、
給
与
費

の
抑
制
に
踏

み
込
ま
ざ
る

を
得
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】 

◆
伝
統
的
建
造
物
群
指
定
50
周
年
を
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス

に
！

◆
八
潮
市
の
下
水
道
事
故
を
教
訓
と
し

て

■診療所化される市立田沢湖病院
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新
成
せ
ん
ぼ
く

小
田
島
広
仁
議
員

蒼
生
会

小
林　

幸
悦
議
員

6
人
の
提
言

仙
北
市
民
浴
場
「
東だ

し風
の
湯
」

に
つ
い
て

質
問　

市
民
か
ら
早
期
再
開
を
望
む
声

が
大
き
く
、
今
後
の
予
定
は
ど
う
な
の

か
。
民
間
も
含
め
日
帰
り
入
浴
を
回
数

券
対
応
で
き
な
い
か
。
回
数
券
の
払
戻

し
は
で
き
な
い
か
。「
東
風
の
湯
」
は

無
く
し
て
は
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

湯
量
の
減
少
と
温
度
低
下
が
原

因
で
、
水
を
加
温
し
、
源
泉
と
混
ぜ
て

営
業
で
き
な
い
か
見
積
依
頼
し
て
お

り
、
３
月
上
旬
に
提
出
さ
れ
る
の
で
検

討
し
て
い
く
。
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
が
市

直
営
施
設
な
の
で
回
数
券
利
用
を
検
討

し
て
い
く
。
再
開
の
目
途
が
つ
か
な
い

の
に
回
数
券
を
払
戻
し
し
な
い
こ
と
は

間
違
い
と
考
え
る
。
お
も
て
な
し
仙
北

取
締
役
会
で
検
討
し
て
い
く
。「
東
風

の
湯
」
の
存
在
の
大
切
さ
は
十
分
承
知

し
て
お
り
、
基
本
は
存
続
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

病
院
事
業
経
営
健
全
化
計
画
等

に
つ
い
て

質
問　

田
沢
湖
病
院
の
入
院
病
床
を
休

止
す
る
と
あ
る
が
廃
止
で
は
な
い
の

小
規
模
修
繕
等
契
約
の
上
限
額

引
き
上
げ
を

質
問　

一
般
的
な
入
札
参
加
資
格
を
持

た
な
い
小
規
模
事
業
者
も
契
約
が
可
能

と
な
る
小
規
模
修
繕
等
契
約
の
上
限
が

50
万
円
で
あ
る
が
、
昨
今
の
物
価
高
、

人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
採
算
確
保
が

厳
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
上
限
額
の
引

き
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

答
弁

現
在
、
29
名
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。
上
限
額
の
引
き
上
げ
は
、
本
制

度
が
本
来
入
札
資
格
を
持
た
な
い
事
業

者
を
対
象
と
し
て
い
る
性
質
上
、
施
工

金
額
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
る
工
事

の
完
成
度
や
施
工
品
質
の
確
保
、
履
行

の
確
実
性
に
対
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
上
限
額
は
現
行
の
ま
ま
と
し
た

い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

に
つ
い
て

質
問　

国
に
よ
る
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
受

け
、
全
国
で
宣
言
し
た
自
治
体
は
急
増

し
て
い
る
。
秋
田
県
で
も
12
の
自
治
体

が
宣
言
し
て
い
る
が
、
仙
北
市
も
宣
言

か
。
外
来
の
診
療
科
目
は
ど
の
よ
う
に

な
り
、
医
師
、
看
護
師
等
は
何
人
に
な

る
の
か
。

答
弁
（
病
院
事
業
管
理
者
）
実
質
的

に
は
廃
止
し
診
療
所
化
す
る
方
向
で
あ

る
。
外
来
診
療
科
目
は
、
こ
れ
ま
で
の

田
沢
湖
病
院
が
担
っ
て
き
た
外
来
機
能

を
基
本
的
に
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の

人
口
構
成
等
に
よ
り
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
計
画
は
あ
る
が
こ
の

場
で
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

質
問　

佐
々
木
田
沢
湖
病
院
名
誉
院
長

の
退
職
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。
本
件

が
引
き
金
と
な
り
、
退
職
を
検
討
し
て

い
る
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
医

師
の
確
保
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁　

先
生
と
の
面
談
時
に
今
後
に
つ

い
て
前
向
き
な
話
し
合
い
が
で
き
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
地
域

医
療
へ
貢
献
頂
き
た
い
思
い
に
変
わ
り

は
な
い
が
、
市
長
と
し
て
誠
に
残
念
で

あ
る
。
医
師
の
派
遣
要
請
を
引
き
続
き

行
い
、必
要
な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

本
市
は
、
水
力
発
電
の
メ
ッ
カ

で
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
、
電
気
自
動
車
の
積
極
的
な
導
入
な

ど
脱
炭
素
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
寒
冷
地
の
た
め
、
長
期
間
の
暖

房
需
要
や
除
排
雪
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
大
き
い
地
域
特
性
が
あ
り
、
本

市
の
実
情
に
即
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
の
可
能
性
を
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

二
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問　

市
長
の
二
期
目
の
方
針
に
は
、

山
積
す
る
課
題
の
解
決
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
一
つ
ず

つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
そ
の
達
成
感
を

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
げ
、
次

の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
欲
し
い
。

答
弁

第
３
次
総
合
計
画
を
羅
針
盤
と

し
、
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
階
段
を

踏
む
ご
と
く
確
実
に
成
果
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。

質
問　

今
後
の
人
口
減
少
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
、
学
校
・
病
院
の
縮
小
な
ど

を
受
け
入
れ
た
う
え
で
、
市
長
の
10
年

後
の
明
る
い
展
望
を
伺
う
。

答
弁

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

人
口
規
模
が
減
少
し
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
作
り
た
い
。
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■令和7年度 一般会計補正予算（第20号）総務文教関係の主な事業
地域おこし協力隊費 △1,223万円 応募隊員がいなかったための減額補正

よぶのる角館運行事業費 185万円 利用者減による収入不足を補填計上

■令和8年度 総務部・企画部・教育委員会関係の一般会計当初予算の主な事業
観光性能割交付金（歳入） 486万円 前年△1,420万円は令和８年度から軽自動車分が廃止となり減額

公共施設等マネジメント事業費 4,551万円 主要公共施設の照明をLED化

危険空き家対策費 3,487万円 解体補助金の上限を100万円に引き上げ空家対策を強化

宿泊施設誘致対策事業費 60万円 宿泊施設を誘致するためのプロジェクトチーム活動費

学校医療的支援員派遣事業費 371万円 看護師の資格を有する支援員を配置するための予算

学校給食費無償化事業費 428万円 アレルギーなどで弁当を持参する子供に対し相応分の補助経費

総務文教常任委員会

　2 月定例会の総務文教常任委員会では、総務文教所管の条例改正案や令和 7 年度一般会計補正予算及び令
和 8 年度一般会計予算などが審査されました。

令和８年度一般会計当初予算 危険空き家対策費3,487万円
解体補助金の上限を100万円に引き上げ

総務文教常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆地域おこし協力隊事業費
質問　隊員の公募をしても応募がなかったとのことだが原因等分析しているか。
答弁　移住定住をテーマとした協力隊を募集している他自治体では、首都圏での移住定住等のイベントで

も協力隊を募集している例があり、仙北市としては押しが少し足りなかった。次年度は、地域おこ
し協力隊自らが、移住への思いが強い方に来てほしいという強いメッセージを出したい。

◆宿泊施設誘致対策事業費
質問　総務課の新規として計上しているホテル誘致事業であるが、ターゲットを絞っているか。
答弁　全域的に意欲のある事業者の意思を尊重して誘致プロジェクトチームを立ち上げ、部局横断的な体

制で全庁的に宿泊施設の供給不足の解消に取り組む。

◆学校医療的支援員派遣事業費
質問　事業内容について伺う。　
答弁　「痰

たん

」吸引が必要な児童が 4 月から小学校に入学する予定で、看護師の資格を有する支援員を配置
するための予算である。国の補助 3 分の 1 の事業である。

■主な議案質疑
【議案第 9 号】仙北市ハラスメント防止に関する条例制定について
質問　「処分や処罰について」と「ハラスメント相談員の人選について」伺う。
答弁　職員の場合は懲戒処分について定める規定がある。特別職、議員、行政委員会の委員については公

表のみである。相談員の人選については、総務課職員が 2 名、総務部長が推薦するものが 3 名、職
員団体が推薦するものが 2 名の計 7 名を想定している。

質問　ハラスメントの申し出をした方が不利益とならない対策は考えているか。
答弁　本条例第 15 条の不利益な取り扱い禁止の周知徹底を図るとともに、相談しやすい相談員の選定と

風通しの良い職場環境を整えたい。

【請願第 1 号】「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」採択に関する請願書
会期中に審査を終了することができないので、閉会中も継続審査を要することから継続審査とする。

（門脇 晃幸 記）
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市民福祉常任委員会

■令和８年度 市民福祉部・医療局関係の一般会計当初予算 主な事業
温泉休養施設運営費 5,757万円 西木温泉クリオン多目的ホールの空調設備更新工事費

軽度・︎中度難聴者補聴器購入費助成事業費 124万円 今年度から18歳以上、30デシベルから利用できるよ
う拡大した

高齢者世帯除雪支援事業費 1,238万円 除雪券、雪下ろし券を一つにまとめどちらにも使える
ように変更する

後期高齢者医療短期人間ドッグ助成費 168万円 昨年度より25人分増やし80人分、一人21,000円を助
成する

教育・保育施設給付費 4億8,800万円 社会福祉法人はなさき仙北への補助金

保育所等おむつ無償化事業費 767万円 昨年度3月から始めた事業で保育所等利用園児のおむ
つを無償で提供する

環境衛生総務費 83万円 角館庁舎周辺のカラスのフン害が問題となっており、
カラス対策のシステムで対応する

国民健康保険特別会計繰出金 1億8,382万円 一般会計からの国民健康保険特別会計への繰出金

後期高齢者医療特別会計繰出金 1億6,704万円 一般会計からの後期高齢者医療特別会計への繰出金

介護保険特別会計繰出金 1億8,792万円 一般会計からの介護保険特別会計への繰出金

　令和８年度一般会計予算の内、民生費・衛生費が審査されました。子育て支援事業を多数盛り込み少子高
齢化・人口減少を最重要課題と位置づけ、厳しい病院事業を継続するため、補助金を増額する予算となって
います。

令和８年度 一般会計当初予算 民生費・衛生費に８４億９,６４０万円
病院事業会計への補助金 前年度比３億８,０００万円増額

■令和８年度 一般会計当初予算（市民福祉常任委員会で審査した項目）
項目 令和 8 年度予算額 令和 7 年度予算額 比　較 備　　考

民
生
費

社会福祉費 31億6,882万円 30億3,236万円 1億3,646万円 障がい者や高齢者の福祉に関する予算

児童福祉費 17億6,331万円 18億5,126万円 △8,795万円 認可保育園の運営など児童福祉の予算

生活保護費 4億6,714万円 4億6,011万円 703万円 生活保護に関わる予算

国民年金費 1,359万円 899万円 460万円 国民年金に関連する予算

災害救助費 74万円 66万円 8万円 災害救援に関する予算

計 54億1,360万円 53億5,339万円 6,021万円

衛
生
費

保健衛生費 5億6,119万円 8億2,247万円 △2億6,128万円 病気予防や診療所運営費などの予算

水道費 1億5,064万円 9,693万円 5,371万円 水道事業会計への補助金

病院費 14億8,000万円 11億円 3億8,000万円 病院事業会計への補助金

清掃費 8億9,097万円 8億5,129万円 3,968万円 市町村圏組合廃棄物処理費負担金等

計 30億8,280万円 28億7,070万円 2億1,210万円

市民福祉常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆保育所等おむつ無償化事業費　7,671 千円
質問　保育所に入所できるのは生後５７日目からとなっている。その間、保育園に通っていない子供たち

への支援は無いとのことだが、必要と考えるが検討しないのか。
答弁　保育園に入所している方を対象に事業を進めているが、必要であれば、今後、変更する可能性もあ

ると思う。
（小田島 広仁 記）
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産業建設常任委員会

■令和８年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計当初予算の主な事業
多面的機能支払交付金事業費 1億7,625万円 農地・農業用施設の保全等への共同活動支援

有害鳥獣駆除事業費 2,518万円 農作物や人的被害防止のため有害鳥獣捕獲の実施

森林経営管理制度事業費 2,582万円 手入れの行き届いていない森林の経営管理等

田沢湖観光振興事業費 1,166万円 澄清湖と田沢湖の姉妹湖提携 40 周年記念事業費

都市計画マスタープラン策定事業費 1,171万円 新たな立地適正化計画の策定

伝建群防災施設整備事業費 9,957万円 防火水槽の撤去費及び移設費

重要伝建群保存地区選定50周年記念事業費 237万円 重要伝建群選定 50 周年記念事業の経費

　令和８年度の一般会計予算の内、労働費、農林水産業費、商工費、土木費の予算が審査されました。農作
物の被害対策・人的被害防止として有害鳥獣駆除事業費 2,518 万円や、伝建群防災施設整備事業費 9,957 万円
等が計上されております。

令和８年度 一般会計当初予算
有害鳥獣駆除事業費２,５１８万円(農作物被害、人的被害防止対策)

産業建設常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑
◆就農改善センターについて
質問　雨漏りに関して、全面修繕の予算を獲得できるか。
答弁　可能な限り少額で済む部分修繕を検討していきたい。

◆田沢湖観光振興事業費について
質問　事業内容と財源は。
答弁　台湾の澄清湖と田沢湖が姉妹湖提携して 40 周年記念に合わせ、龍体２体を製作し相互交流の拡充

を図りたい。財源は田沢湖観光振興基金を充当する。

◆国道 46 号盛岡秋田道路整備促進期成同盟会について
質問　同盟会における今後の方向性は。
答弁　現道拡幅とバイパスの２つの案があったがバイパス案で決定している。事業化の時期は未定である。

◆伝建群防災施設整備について
質問　１基分の移設経費か。
答弁　１基分の防火水槽及び機械室の移設と撤去費も含んでいる。

■令和８年度 一般会計当初予算(産業建設常任委員会で審査した項目)
項　　目 令和 8 年度予算 令和 7 年度予算  比     較 備      考

労働費 7,688万円 7,485万円 203万円 シルバー人材センター補助金等

農林水産業費 8億4,357万円 9億4,754万円 △1億397万円 基盤整備事業、有害鳥獣駆除事業費等

商工費 8億5,429万円 8億3,487万円 1,942万円 商工業振興、観光費等

土木費 21億5,988万円 23億1,286万円 △1憶5,298万円 除雪費、道路改良費等

■令和８年度 企業会計当初予算　
企業会計名 令和 8 年度予算 令和 7 年度予算 比    較 備       考

温泉事業会計 1億334万円 1億1,019万円 △685万円 温泉施設改良事業に係る企業債償還金等の減

水道事業会計 12億6,843万円 11億5,285万円 1億1,558万円 未普及地域解消事業等の増

下水道事業会計 14億2,507万円 16億3,892万円 △2億1,385万円 建設改良費等の減

（武藤 義彦 記）



　

市
民
提
供
の
表
紙
写
真
の
第
７

弾
は
、
田
沢
湖
武
蔵
野
の
菅
原
一

男
さ
ん
で
す
。
菅
原
さ
ん
は
仙
北

市
芸
術
文
化
協
会
写
真
部
に
所
属

し
て
お
り
、
写
真
歴
は
30
年
以
上

に
な
り
ま
す
。

　

仙
北
市
の
豊
か
な
自
然
が
大
好

き
で
、
市
内
の
四
季
折
々
の
様
々

な
風
景
を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

田
沢
湖
周
辺
、
乳
頭
温
泉
郷
、
角

館
武
家
屋
敷
が
お
気
に
入
り
ス

ポ
ッ
ト
。
写
真
以
外
の
ご
趣
味
は

俳
句
。
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
俳

句
を
学
ん
で
い
る
時
間
も
と
て
も

楽
し
い
そ
う
で
す
。

菅
原　

一
男 

さ
ん

（
田
沢
湖
武
蔵
野
）

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

 

市
民
参
加
の
表
紙
の
写
真
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委
員　
　
　
　
　
　

青
柳　

宗
五
郎

　

何
も
で
き
な
い
ま
ま
２
年
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が

け
、
よ
り
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

広
報
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

委
員　

武
藤　

義
彦

　

広
報
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
如
何
に
市
民
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
か
と
定
例
会
ご
と

に
頭
を
抱
え
ま
す
が
、
委
員
会
で
の
繰

り
返
し
の
原
稿
校
正
や
添
付
写
真
に
も

苦
慮
し
な
が
ら
、
市
民
が
手
軽
に
手
に

取
れ
る
よ
う
編
集
に
務
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
と
す

る
た
め
皆
様
の
感
想
・
ご
意
見
を
お
知

ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

委
員　

熊
谷　

一
夫

　

広
報
委
員
会
で
北
上
市
と
雫
石
町
へ

研
修
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　

い
か
に
読
み
や
す
い
・
わ
か
り
や
す

い
・
住
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

に
す
る
た
め
に
、
市
民
（
町
民
）
と
協

力
し
、
知
恵
を
絞
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
て
議
会
の
動
き
と
共
に
市
民
の

笑
顔
も
見
え
て
く
る
よ
う
な
「
議
会
だ

よ
り
」
を
情
熱
込
め
て
創
っ
て
い
ま
し

た
。
当
市
議
会
だ
よ
り
も
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員　

門
脇　

晃
幸

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
「
見
え
る

化
」
に
よ
る
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
に
見
て
頂

か
な
く
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
れ

ま
で
様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
き
た
が
、

ま
だ
ま
だ
不
充
分
と
考
え
る
。
次
代
の

委
員
会
に
は
広
報
の
多
様
化
を
考
え
幅

広
く
住
民
の
意
見
（
広
聴
）
や
知
り
た

い
情
報
等
の
掲
載
を
通
し
、
住
民
の
関

心
・
政
治
参
加
意
識
の
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
期
待
し
た
い
。

委
員　

田
口　

寿
宜

　

広
報
編
集
は
、
議
員
各
位
の
思
い
が

し
っ
か
り
と
市
民
の
皆
様
に
伝
わ
る
事

を
意
識
し
、
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
北
上
市
、
雫
石
町
へ

研
修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
両
市
町
と

も
「
伝
え
る
」
と
い
う
部
分
に
主
眼
を

置
き
、
読
み
や
す
い
紙
面
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

改
選
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」、
学
ん

だ
事
を
活
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様

の
目
に
す
ん
な
り
入
る
紙
面
に
出
来
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
　

委
員　
　
　
　
　
　

小
田
島　

広
仁

　

議
員
に
な
っ
て
か
ら
４
年
間
編
集
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
委
員
で
考
え
て

い
る
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
を

分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
、
見
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
作
る
こ
と
。
な
か
な
か
大

き
く
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
少
し
ず
つ
そ
の
方
向
に
進
ん
で

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

の
原
稿
を
作
る
こ
と
で
、
自
分
に
と
っ

て
も
議
会
全
体
の
発
言
等
々
に
つ
い
て

学
び
に
も
な
り
ま
し
た
。

副
委
員
長　
　
　

高
橋　

輝
彦

　

平
成
30
年
に
初
当
選
し
て
か
ら
連
続

８
年
間
、
編
集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
文
字
を
大
き
く
し
た
り
、

特
に
お
伝
え
し
た
い
議
案
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
た
り
、
表
紙
の
写

真
を
市
民
参
加
型
に
し
た
り
と
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
若
手
編
集
委
員
の
大
胆
な

発
想
に
よ
る
刷
新
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
雪
で
悩
ま
さ
れ
た
こ
と

が
嘘
の
よ
う
に
、
雪
解
け
を

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

仙
北
市
民
歌
３
番
後
段
に
、

「
平
和
の
幸
を
創
る
ま
ち
」
と

あ
り
ま
す
。
何
気
な
く
口
ず

さ
む
こ
の
言
葉
の
重
さ
を
、

卒
業
式
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
る
歌
声
に
、
今
の
世
界
情

勢
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

編
集
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
読
み
や
す
く
、
手
に
取

り
た
く
な
る
紙
面
を
心
が
け

参
り
ま
し
た
。「
意
見
お
聞
か

せ
下
さ
い
。」
と
あ
っ
た
か
ら

連
絡
し
て
み
た
。
と
て
も
う

れ
し
い
一
報
も
あ
り
ま
し
た
。

内
容
の
詳
細
な
説
明
を
求
め

ら
れ
た
り
す
る
中
で
、
委
員

会
の
重
責
を
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
２
年
間
に
、
岩
手
県

北
上
市
議
会
・
雫
石
町
議
会

を
訪
ね
、
広
報
担
当
委
員
会

と
交
流
の
中
か
ら
学
び
得
た

こ
と
を
、
即
刻
生
か
し
た
い

熱
意
は
広
報
委
員
皆
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し

た
が
、
次
期
編
集
委
員
会
に

期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
平
岡 

裕
子
委
員
長 

記
）

編
集
後
記

雲
沢
財
産
区
管
理
委
員

鈴
木　

泰
昌
（
58
歳
）【
新
任
】

角
館
町
下
延
大
前
田
２
０
６

人
権
擁
護
委
員

茂
木　

一
代
（
64
歳
）【
再
任
】

角
館
町
小
勝
田
中
川
原
１
１
１

浅
利　

浩
子
（
68
歳
）【
再
任
】

西
木
町
桧
木
内
字
山
口
１
９
９

人
事
案
件（敬

称
略
）

 
広
報
編
集
特
別
委
員

２
年
の
任
期
を

終
え
て
の
所
感




